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(57)【要約】

【課題】空気入りタイヤにおいて、官能の剛性感を評価

する。

【解決手段】タイヤ評価方法は、タイヤ１００を転動さ

せ、スリップ角ＳＡを０度から目標角度まで徐々に大き

くしたときのタイヤ１００の過渡的な横変形量を測定し

、横変形量ｙの測定の際にタイヤ１００に加えられる過

渡的な横力Ｆｙも同時に測定し、横力Ｆｙを横変形量ｙ

で除算した値として過渡的な横剛性Ｋｙを算出し、横剛

性Ｋｙとスリップ角ＳＡとを対応させ、所定範囲のスリ

ップ角ＳＡに対応する横剛性Ｋｙの最大値を第１の評価

値として算出し、第１の評価値が大きいほど官能の剛性

感が高いと評価することを含む。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 タ イ ヤ を 転 動 さ せ 、

　 ス リ ッ プ 角 を ０ 度 か ら 目 標 角 度 ま で 徐 々 に 大 き く し た と き の 前 記 タ イ ヤ の 過 渡 的 な 横 変

形 量 を 測 定 し 、

　 前 記 横 変 形 量 の 測 定 の 際 に 前 記 タ イ ヤ に 加 え ら れ る 過 渡 的 な 横 力 も 同 時 に 測 定 し 、

　 前 記 横 力 を 前 記 横 変 形 量 で 除 算 し た 値 と し て 過 渡 的 な 横 剛 性 を 算 出 し 、

　 前 記 横 剛 性 と 前 記 ス リ ッ プ 角 と を 対 応 さ せ 、

　 所 定 範 囲 の 前 記 ス リ ッ プ 角 に 対 応 す る 前 記 横 剛 性 の 最 大 値 を 第 １ の 評 価 値 と し て 算 出 し

、

　 前 記 第 １ の 評 価 値 が 大 き い ほ ど 官 能 の 剛 性 感 が 高 い と 評 価 す る

　 こ と を 含 む 、 タ イ ヤ 評 価 方 法 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 所 定 範 囲 の ス リ ッ プ 角 は 、 ０ ． １ 度 以 上 か つ ０ ． ５ 度 以 下 の 範 囲 の 角 度 で あ る 、 請

求 項 １ に 記 載 の タ イ ヤ 評 価 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 タ イ ヤ を 転 動 さ せ 、

　 ス リ ッ プ 角 を ０ 度 か ら 目 標 角 度 ま で 徐 々 に 大 き く し た と き の 前 記 タ イ ヤ の 過 渡 的 な 横 変

形 量 を 測 定 し 、

　 前 記 横 変 形 量 の 測 定 の 際 に 前 記 タ イ ヤ に 加 え ら れ る 過 渡 的 な 横 力 も 同 時 に 測 定 し 、

　 前 記 横 力 を 前 記 横 変 形 量 で 除 算 し た 値 と し て 過 渡 的 な 横 剛 性 を 算 出 し 、

　 前 記 横 剛 性 と 前 記 ス リ ッ プ 角 と を 対 応 さ せ 、

　 所 定 範 囲 の 前 記 ス リ ッ プ 角 に 対 応 す る 前 記 横 剛 性 の 平 均 値 を 第 １ の 評 価 値 と し て 算 出 し

、

　 前 記 第 １ の 評 価 値 が 大 き い ほ ど 官 能 の 剛 性 感 が 高 い と 評 価 す る

　 こ と を 含 む 、 タ イ ヤ 評 価 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 所 定 範 囲 の ス リ ッ プ 角 は 、 ０ ． ２ 度 以 上 か つ ０ ． ９ 度 以 下 の 範 囲 の 角 度 で あ る 、 請

求 項 ３ に 記 載 の タ イ ヤ 評 価 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 タ イ ヤ の 旋 回 内 側 と 外 側 に お い て 、 前 記 第 １ の 評 価 値 に 基 づ く 評 価 を 行 う 、 請 求 項

１ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の タ イ ヤ 評 価 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 所 定 範 囲 の 前 記 ス リ ッ プ 角 に 対 応 す る 前 記 横 剛 性 の 最 大 値 と 、 前 記 ス リ ッ プ 角 の 前

記 目 標 角 度 に お け る 定 常 状 態 で の 前 記 横 剛 性 と の 差 分 ま た は 比 率 を 第 ２ の 評 価 値 と し て 算

出 し 、

　 前 記 第 ２ の 評 価 値 が 大 き い ほ ど 官 能 の 剛 性 感 の 評 価 に 前 記 第 １ の 評 価 値 が 必 要 で あ る と

評 価 す る 、 請 求 項 １ ， ２ ， ま た は ５ に 記 載 の タ イ ヤ 評 価 方 法 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 所 定 範 囲 の 前 記 ス リ ッ プ 角 に 対 応 す る 前 記 横 剛 性 の 平 均 値 と 、 前 記 ス リ ッ プ 角 の 前

記 目 標 角 度 に お け る 定 常 状 態 で の 前 記 横 剛 性 と の 差 分 ま た は 比 率 を 第 ２ の 評 価 値 と し て 算

出 し 、

　 前 記 第 ２ の 評 価 値 が 大 き い ほ ど 官 能 の 剛 性 感 の 評 価 に 前 記 第 １ の 評 価 値 が 必 要 で あ る と

評 価 す る 、 請 求 項 ３ ， ４ ， ま た は ５ に 記 載 の タ イ ヤ 評 価 方 法 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 タ イ ヤ の 旋 回 内 側 と 外 側 に お い て 、 前 記 第 ２ の 評 価 値 に 基 づ く 評 価 を 行 う 、 請 求 項

６ ま た は 請 求 項 ７ に 記 載 の タ イ ヤ 評 価 方 法 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 横 変 形 量 は 、 ２ 台 の カ メ ラ に よ っ て 撮 影 し た デ ジ タ ル 画 像 に デ ジ タ ル 画 像 相 関 法 を

適 用 す る こ と に よ っ て 測 定 さ れ 、

10

20

30

40

50



(3) JP  2019-120525  A   2019.7.22

　 前 記 ２ 台 の カ メ ラ に よ る 撮 影 タ イ ミ ン グ は 同 時 で あ っ て 、 前 記 撮 影 タ イ ミ ン グ を 前 記 タ

イ ヤ の 回 転 周 期 と 同 期 さ せ る こ と で 、 前 記 タ イ ヤ の 同 位 置 に お け る 前 記 横 変 形 量 を 測 定 し

、

　 前 記 タ イ ヤ の ２ 箇 所 以 上 に て 前 記 横 変 形 量 を 測 定 す る 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ

か １ 項 に 記 載 の タ イ ヤ 評 価 方 法 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 タ イ ヤ の 所 定 の 高 さ 範 囲 か つ 周 方 向 範 囲 に お け る 前 記 横 変 形 量 を 平 均 す る こ と で 横

変 形 量 を 算 出 す る 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の タ イ ヤ 評 価 方 法 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 タ イ ヤ の 回 転 軸 の 直 下 の 各 高 さ に つ い て 前 記 横 変 形 量 を 測 定 す る 、 請 求 項 １ か ら 請

求 項 １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の タ イ ヤ 評 価 方 法 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 前 記 横 変 形 量 を 、 レ ー ザ 変 位 計 に よ っ て 単 点 ま た は ラ イ ン 上 で 測 定 す る 、 請 求 項 １ か ら

請 求 項 ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の タ イ ヤ 評 価 方 法 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 タ イ ヤ を 転 動 さ せ る 路 面 部 と 、

　 前 記 路 面 部 上 に て 前 記 タ イ ヤ を 転 動 可 能 に 支 持 す る 支 持 部 と 、

　 前 記 タ イ ヤ に ス リ ッ プ 角 を 付 与 す る ス リ ッ プ 角 調 整 機 構 と 、

　 前 記 タ イ ヤ の 横 変 形 量 を 測 定 す る 横 変 形 量 測 定 部 と 、

　 前 記 タ イ ヤ に か か る 横 力 を 測 定 す る 横 力 測 定 部 と 、

　 制 御 装 置 と

　 を 備 え 、

　 前 記 制 御 装 置 は 、

　 前 記 ス リ ッ プ 角 を ０ 度 か ら 目 標 角 度 ま で 徐 々 に 大 き く し て 前 記 タ イ ヤ に 入 力 す る よ う に

前 記 ス リ ッ プ 角 調 整 機 構 を 制 御 す る ス リ ッ プ 角 制 御 部 と 、

　 前 記 横 力 を 前 記 横 変 形 量 で 除 算 し た 値 と し て 過 渡 的 な 横 剛 性 を 算 出 す る 横 剛 性 算 出 部 と

、

　 前 記 横 剛 性 と 前 記 ス リ ッ プ 角 と を 対 応 さ せ 、 所 定 範 囲 の 前 記 ス リ ッ プ 角 に 対 応 す る 前 記

横 剛 性 の 最 大 値 を 第 １ の 評 価 値 と し て 算 出 す る 第 １ の 評 価 値 算 出 部 と

　 を 有 す る 、 タ イ ヤ 評 価 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 タ イ ヤ 評 価 方 法 お よ び タ イ ヤ 評 価 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 タ イ ヤ の 過 渡 的 な 横 剛 性 を 評 価 す る 方 法 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

非 特 許 文 献 １ で は 、 ス リ ッ プ 角 を 経 時 的 に 変 化 さ せ て 入 力 し た 場 合 の 横 変 位 と 横 力 の 過 渡

的 変 化 を 測 定 す る こ と に よ り 、 動 的 に 変 化 す る 横 剛 性 を 算 出 し て い る 。 当 該 文 献 内 で は 、

ス リ ッ プ 角 入 力 直 後 の 時 間 領 域 で の 動 的 に 変 化 す る 横 剛 性 が 実 車 評 価 結 果 と 何 ら か の 関 係

が あ る と 推 察 さ れ て い る が 、 詳 細 な 検 討 は な さ れ て い な い 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 花 田 亮 治 他 著 、 「 高 速 回 転 タ イ ヤ の 横 バ ネ 測 定 手 法 の 開 発 」 、 公 益 社 団

法 人 自 動 車 技 術 会 　 ２ ０ １ ５ 年 秋 季 大 会 学 術 講 演 会 （ ２ ０ １ ５ 年 １ ０ 月 １ ４ 日 ～ １ ６ 日 ）

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 と こ ろ で 、 タ イ ヤ 性 能 を 評 価 す る た め に 、 官 能 の 剛 性 感 を 考 慮 す る こ と が あ る 。 こ こ で
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の 官 能 の 剛 性 感 と は 、 運 転 手 が 自 動 車 の 旋 回 運 転 を 行 う と き に 感 じ る タ イ ヤ の 剛 性 の こ と

を い う 。 官 能 の 剛 性 感 の 評 価 指 標 と し て タ イ ヤ の 非 転 動 状 態 の 静 的 な 横 剛 性 が 使 用 さ れ る

こ と も あ る が 、 タ イ ヤ の 静 的 な 横 剛 性 と 官 能 の 剛 性 感 は 必 ず し も 一 致 し な い 。 運 転 手 に と

っ て 官 能 の 剛 性 感 が 高 い ほ ど 操 縦 安 定 性 は 良 好 で あ る と 認 識 さ れ る た め 、 官 能 の 剛 性 感 を

評 価 で き る 指 標 を 確 立 す る こ と は 有 用 で あ る 。 そ の た め 、 官 能 の 剛 性 感 を 評 価 す る た め に

、 静 的 な 横 剛 性 以 外 の 評 価 指 標 と し て 、 例 え ば 転 動 状 態 で 動 的 に 変 化 す る 横 剛 性 を 評 価 指

標 と し て 採 用 す る こ と が 考 え ら れ る 。 特 に 、 前 述 の よ う な ス リ ッ プ 角 入 力 直 後 の 時 間 領 域

で の 動 的 に 変 化 す る 横 剛 性 は 、 こ の 官 能 の 剛 性 感 の 評 価 指 標 と し て 有 用 で あ る と 考 え ら れ

る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 タ イ ヤ の 官 能 の 剛 性 感 を 評 価 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の 第 １ の 態 様 は 、

　 タ イ ヤ を 転 動 さ せ 、

　 ス リ ッ プ 角 を ０ 度 か ら 目 標 角 度 ま で 徐 々 に 大 き く し た と き の 前 記 タ イ ヤ の 過 渡 的 な 横 変

形 量 を 測 定 し 、

　 前 記 横 変 形 量 の 測 定 の 際 に 前 記 タ イ ヤ に 加 え ら れ る 過 渡 的 な 横 力 も 同 時 に 測 定 し 、

　 前 記 横 力 を 前 記 横 変 形 量 で 除 算 し た 値 と し て 過 渡 的 な 横 剛 性 を 算 出 し 、

　 前 記 横 剛 性 と 前 記 ス リ ッ プ 角 と を 対 応 さ せ 、

　 所 定 範 囲 の 前 記 ス リ ッ プ 角 に 対 応 す る 前 記 横 剛 性 の 最 大 値 を 第 １ の 評 価 値 と し て 算 出 し

、

　 前 記 第 １ の 評 価 値 が 大 き い ほ ど 官 能 の 剛 性 感 が 高 い と 評 価 す る

　 こ と を 含 む 、 タ イ ヤ 評 価 方 法 を 提 供 す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 過 渡 的 な 横 剛 性 を 測 定 し て 所 定 範 囲 で の 最 大 値 （ 以 降 、 ピ ー ク 値 と

も い う ） を 算 出 し て い る た め 、 動 的 に 変 化 す る 横 剛 性 に 基 づ い て 官 能 の 剛 性 感 を 評 価 し て

い る 。 通 常 、 横 剛 性 は 、 ス リ ッ プ 角 入 力 直 後 に ピ ー ク 値 を と り 、 そ の 後 徐 々 に 一 定 値 に 収

束 す る 。 そ の た め 、 静 的 な 評 価 で は 非 転 動 状 態 に お け る 横 力 に 対 応 す る 変 位 量 か ら 一 定 値

の 横 剛 性 を 算 出 す る の に 対 し 、 上 記 方 法 で は 、 静 的 な 評 価 で は 考 慮 さ れ な い 転 動 状 態 に お

い て 、 横 剛 性 の ピ ー ク 値 を 考 慮 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 旋 回 運 転 時 の 動 的 な 横 剛 性 の

変 化 を 捉 え 、 特 に 運 転 手 に と っ て 認 識 さ れ 易 い ピ ー ク 値 を 評 価 指 標 （ 第 １ の 評 価 値 ） と す

る こ と に よ っ て 、 官 能 の 剛 性 感 を 評 価 で き る 。 な お 、 所 定 範 囲 の ス リ ッ プ 角 で 横 剛 性 が ピ

ー ク 値 を と ら な い と き は 、 当 該 範 囲 の 境 界 値 の 大 き い 方 を 第 １ の 評 価 値 と し て 算 出 す る こ

と と な る 。 ま た 、 タ イ ヤ を 転 動 さ せ る と と も に ス リ ッ プ 角 を 付 与 し た 状 態 で 横 変 形 量 と 横

力 を 測 定 す る た め 、 実 車 条 件 に 近 い 条 件 で 横 剛 性 を 算 出 で き る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 前 記 所 定 範 囲 の ス リ ッ プ 角 は 、 ０ ． １ 度 以 上 か つ ０ ． ５ 度 以 下 の 範 囲 の 角 度 で あ っ て も

よ い 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 ス リ ッ プ 角 入 力 直 後 の 横 剛 性 の 最 大 値 （ ピ ー ク 値 ） を 検 出 し 、 第 １

の 評 価 値 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 多 く の タ イ ヤ で は 、 ス リ ッ プ 角 が ０ ． １ ～ ０ ． ５ 度

の 範 囲 で 横 剛 性 が ピ ー ク 値 を と る 。 そ の た め 、 上 記 範 囲 で 横 剛 性 の 最 大 値 を 検 出 す る こ と

で 、 ピ ー ク 値 を 検 出 で き る 。 ま た 、 ス リ ッ プ 角 が ０ ． １ 度 未 満 で は 、 測 定 値 が 安 定 し な い

こ と が あ る た め 、 ０ ． １ ～ ０ ． ５ 度 の 範 囲 で 最 大 値 を 検 出 す る こ と で 、 安 定 し た 測 定 を 可

能 に し て い る 。 官 能 の 剛 性 感 は 、 ス リ ッ プ 角 入 力 直 後 の 横 剛 性 か ら 大 き く 影 響 を 受 け る 傾

向 に あ る こ と を 本 願 発 明 者 ら は 見 出 し た 。 従 っ て 、 ス リ ッ プ 角 の 変 化 に よ っ て 動 的 に 変 化

す る 横 剛 性 の 全 範 囲 （ ０ 度 ～ 目 標 角 度 ） で の 最 大 値 で は な く 、 ス リ ッ プ 角 入 力 直 後 （ ０ ．

１ ～ ０ ． ５ 度 ） の 横 剛 性 の ピ ー ク 値 で 評 価 す る こ と に よ っ て 、 官 能 の 剛 性 感 を 一 層 確 実 に

安 定 し て 評 価 で き る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 は 、

　 タ イ ヤ を 転 動 さ せ 、

　 ス リ ッ プ 角 を ０ 度 か ら 目 標 角 度 ま で 徐 々 に 大 き く し た と き の 前 記 タ イ ヤ の 過 渡 的 な 横 変

形 量 を 測 定 し 、

　 前 記 横 変 形 量 の 測 定 の 際 に 前 記 タ イ ヤ に 加 え ら れ る 過 渡 的 な 横 力 も 同 時 に 測 定 し 、

　 前 記 横 力 を 前 記 横 変 形 量 で 除 算 し た 値 と し て 過 渡 的 な 横 剛 性 を 算 出 し 、

　 前 記 横 剛 性 と 前 記 ス リ ッ プ 角 と を 対 応 さ せ 、

　 所 定 範 囲 の 前 記 ス リ ッ プ 角 に 対 応 す る 前 記 横 剛 性 の 平 均 値 を 第 １ の 評 価 値 と し て 算 出 し

、

　 前 記 第 １ の 評 価 値 が 大 き い ほ ど 官 能 の 剛 性 感 が 高 い と 評 価 す る

　 こ と を 含 む 、 タ イ ヤ 評 価 方 法 を 提 供 す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 過 渡 的 な 横 剛 性 を 測 定 し て 所 定 範 囲 で の 平 均 値 を 算 出 し て い る た め

、 動 的 に 変 化 す る 横 剛 性 に 基 づ い て 官 能 の 剛 性 感 を 評 価 し て い る 。 こ の 方 法 で は 、 静 的 な

評 価 で は 考 慮 さ れ な い 転 動 状 態 で の 動 的 に 変 化 す る 横 剛 性 の 平 均 値 を 評 価 指 標 と し て い る

。 従 っ て 、 旋 回 運 転 時 の 動 的 な 横 剛 性 の 一 点 で は な く 変 化 全 体 を 評 価 で き 、 特 異 な ピ ー ク

値 な ど に よ る 影 響 を 緩 和 し て 官 能 の 剛 性 感 を 評 価 で き る 。 ま た 、 前 述 の よ う に 、 タ イ ヤ を

転 動 さ せ る と と も に ス リ ッ プ 角 を 付 与 し た 状 態 で 横 変 形 量 と 横 力 を 測 定 す る た め 、 実 車 条

件 に 近 い 条 件 で 横 剛 性 を 算 出 で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 前 記 所 定 範 囲 の ス リ ッ プ 角 は 、 ０ ． ２ 度 以 上 か つ ０ ． ９ 度 以 下 の 範 囲 の 角 度 で あ っ て も

よ い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 官 能 の 剛 性 感 を 一 層 確 実 に 評 価 で き る 。 ス リ ッ プ 角 が ０ 度 付 近 の 範

囲 は 、 横 剛 性 の 値 が ピ ー ク 値 に 向 か っ て 立 ち 上 が る 範 囲 で あ る 。 当 該 範 囲 は 横 剛 性 の 変 化

の 幅 が 大 き い 範 囲 で あ る た め 、 当 該 範 囲 を 除 い て （ 即 ち 、 上 記 所 定 範 囲 の 下 限 を ０ ． ２ 度

に 規 定 し て ） 平 均 値 を 算 出 す る こ と で 安 定 し て 平 均 値 を 算 出 で き る 。 ま た 、 多 く の タ イ ヤ

で は 、 ス リ ッ プ 角 が ０ ． ９ 度 で は 横 剛 性 の 変 動 が 概 ね 落 ち 着 く 。 そ の た め 、 上 記 所 定 範 囲

の 上 限 を ０ ． ９ 度 に 規 定 す る こ と で 、 安 定 し て 平 均 値 を 算 出 で き る 。 従 っ て 、 官 能 の 剛 性

感 を 一 層 確 実 に 安 定 し て 評 価 で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 前 記 タ イ ヤ の 旋 回 内 側 と 外 側 に お い て 、 前 記 第 １ の 評 価 値 に 基 づ く 評 価 を 行 っ て も よ い

。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 第 １ の 評 価 値 を 指 標 と し て 官 能 の 剛 性 感 を 向 上 さ せ る た め に は タ イ

ヤ の 内 側 と 外 側 の い ず れ の 変 形 を 改 善 す る こ と が 好 ま し い か を 判 断 で き る 。 旋 回 運 転 時 に

は 、 タ イ ヤ の 内 側 と 外 側 に か か る 負 荷 は 異 な る た め 、 求 め ら れ る 官 能 の 剛 性 感 も タ イ ヤ の

内 側 と 外 側 と で は 異 な る 。 こ れ に 対 し 、 官 能 の 剛 性 感 の 向 上 に 必 要 な 改 善 度 合 い を タ イ ヤ

の 内 側 と 外 側 と で そ れ ぞ れ 確 認 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ の 評 価 値 を 指 標 と し て タ イ

ヤ 全 体 の 官 能 の 剛 性 感 を 評 価 す る 際 に も タ イ ヤ の 内 側 と 外 側 と の 測 定 結 果 を 平 均 化 す る こ

と に よ っ て 、 特 定 位 置 で は な く 平 均 化 さ れ た タ イ ヤ 全 体 の 官 能 の 剛 性 感 を 評 価 で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 前 記 所 定 範 囲 の 前 記 ス リ ッ プ 角 に 対 応 す る 前 記 横 剛 性 の 最 大 値 と 、 前 記 ス リ ッ プ 角 の 前

記 目 標 角 度 に お け る 定 常 状 態 で の 前 記 横 剛 性 と の 差 分 ま た は 比 率 を 第 ２ の 評 価 値 と し て 算

出 し 、

　 前 記 第 ２ の 評 価 値 が 大 き い ほ ど 官 能 の 剛 性 感 の 評 価 に 前 記 第 １ の 評 価 値 が 必 要 で あ る と

評 価 し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 、 前 記 所 定 範 囲 の 前 記 ス リ ッ プ 角 に 対 応 す る 前 記 横 剛 性 の 平 均 値 と 、 前 記 ス リ ッ プ
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角 の 前 記 目 標 角 度 に お け る 定 常 状 態 で の 前 記 横 剛 性 と の 差 分 ま た は 比 率 を 第 ２ の 評 価 値 と

し て 算 出 し 、

　 前 記 第 ２ の 評 価 値 が 大 き い ほ ど 官 能 の 剛 性 感 の 評 価 に 前 記 第 １ の 評 価 値 が 必 要 で あ る と

評 価 し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ れ ら の 方 法 に よ れ ば 、 静 的 な 非 転 動 状 態 に お け る 横 剛 性 で は も と よ り 、 転 動 状 態 に お

け る ス リ ッ プ 角 が 一 定 値 の 定 常 状 態 で の 横 剛 性 で は 評 価 し き れ な い 官 能 の 剛 性 感 を 評 価 で

き る 。 第 ２ の 評 価 値 が 大 き い こ と は 、 過 渡 的 な 横 剛 性 の 変 化 が 大 き い こ と を 示 す 。 即 ち 、

ス リ ッ プ 角 が 目 標 角 度 と な り 定 常 状 態 と な っ た と き の 横 剛 性 に 比 べ 、 ス リ ッ プ 角 が 動 的 に

変 化 し て い る と き の 横 剛 性 の 最 大 値 ま た は 平 均 値 が 大 き い こ と を 示 し て い る 。 従 っ て 、 第

２ の 評 価 値 が 大 き な タ イ ヤ に は 、 第 １ の 評 価 値 を 指 標 と し た 評 価 が 必 要 で あ る こ と が わ か

る 。 換 言 す れ ば 、 第 ２ の 評 価 値 が 小 さ な タ イ ヤ で は 、 定 常 状 態 の 横 剛 性 に よ っ て 官 能 の 剛

性 感 を 一 定 程 度 評 価 で き る こ と が わ か る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 前 記 タ イ ヤ の 旋 回 内 側 と 外 側 に お い て 、 前 記 第 ２ の 評 価 値 に 基 づ く 評 価 を 行 っ て も よ い

。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 第 ２ の 評 価 値 を 指 標 と し て 官 能 の 剛 性 感 を 向 上 さ せ る た め に は タ イ

ヤ の 内 側 と 外 側 の い ず れ の 変 形 を 改 善 す る こ と が 好 ま し い か を 判 断 で き る 。 ま た 、 第 ２ の

評 価 値 を 指 標 と し て タ イ ヤ 全 体 の 官 能 の 剛 性 感 を 評 価 す る 際 に も タ イ ヤ の 内 側 と 外 側 と の

測 定 結 果 を 平 均 化 す る こ と に よ っ て 、 特 定 位 置 で は な く 平 均 化 さ れ た タ イ ヤ 全 体 の 官 能 の

剛 性 感 を 評 価 で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 前 記 横 変 形 量 は 、 ２ 台 の カ メ ラ に よ っ て 撮 影 し た デ ジ タ ル 画 像 に デ ジ タ ル 画 像 相 関 法 を

適 用 す る こ と に よ っ て 測 定 さ れ 、

　 前 記 ２ 台 の カ メ ラ に よ る 撮 影 タ イ ミ ン グ は 同 時 で あ っ て 、 前 記 撮 影 タ イ ミ ン グ を 前 記 タ

イ ヤ の 回 転 周 期 と 同 期 さ せ る こ と で 、 前 記 タ イ ヤ の 同 位 置 に お け る 前 記 横 変 形 量 を 測 定 し

、

　 前 記 タ イ ヤ の ２ 箇 所 以 上 に て 前 記 横 変 形 量 を 測 定 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 デ ジ タ ル 画 像 相 関 法 に よ っ て 横 変 形 量 を 確 実 に 測 定 で き る 。 特 に 、

１ 台 の カ メ ラ で は な く ２ 台 の カ メ ラ で 測 定 す る こ と に よ っ て 立 体 的 な 変 形 量 を 測 定 で き る

。 ま た 、 撮 影 タ イ ミ ン グ を タ イ ヤ の 回 転 周 期 と 同 期 さ せ る こ と で タ イ ヤ の 同 位 置 に お け る

横 変 形 量 を 精 度 よ く 測 定 で き る 。 上 記 方 法 で は 、 こ の 測 定 を ２ 箇 所 以 上 で 行 っ て い る た め

、 タ イ ヤ の 複 数 個 所 に お け る 変 形 を 同 時 に 評 価 で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 前 記 タ イ ヤ の 所 定 の 高 さ 範 囲 か つ 周 方 向 範 囲 に お け る 前 記 横 変 形 量 を 平 均 す る こ と で 横

変 形 量 を 算 出 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 横 変 形 量 を 、 単 点 で 測 定 す る の で は な く 、 特 定 の 範 囲 の 平 均 で 測 定

す る こ と で 、 測 定 の ば ら つ き を 低 減 し 、 測 定 精 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 前 記 タ イ ヤ の 回 転 軸 の 直 下 の 各 高 さ に つ い て 前 記 横 変 形 量 を 測 定 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 タ イ ヤ の 側 面 に お け る ビ ー ド 部 か ら ト レ ッ ド 部 ま で の 各 高 さ に お け

る 横 剛 性 を そ れ ぞ れ 算 出 で き る た め 、 こ れ ら の 部 分 が 官 能 の 剛 性 感 に 与 え る 影 響 を そ れ ぞ

れ 評 価 で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 前 記 横 変 形 量 を 、 レ ー ザ 変 位 計 に よ っ て 単 点 ま た は ラ イ ン 上 で 測 定 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 カ メ ラ を 使 用 す る 場 合 に 比 べ て 簡 易 的 に 横 変 形 量 を 測 定 で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 発 明 の 第 ３ の 態 様 は 、

　 タ イ ヤ を 転 動 さ せ る 路 面 部 と 、

　 前 記 路 面 部 上 に て 前 記 タ イ ヤ を 転 動 可 能 に 支 持 す る 支 持 部 と 、

　 前 記 タ イ ヤ に ス リ ッ プ 角 を 付 与 す る ス リ ッ プ 角 調 整 機 構 と 、

　 前 記 タ イ ヤ の 横 変 形 量 を 測 定 す る 横 変 形 量 測 定 部 と 、

　 前 記 タ イ ヤ に か か る 横 力 を 測 定 す る 横 力 測 定 部 と 、

　 制 御 装 置 と

　 を 備 え 、

　 前 記 制 御 装 置 は 、

　 前 記 ス リ ッ プ 角 を ０ 度 か ら 目 標 角 度 ま で 徐 々 に 大 き く し て 前 記 タ イ ヤ に 入 力 す る よ う に

前 記 ス リ ッ プ 角 調 整 機 構 を 制 御 す る ス リ ッ プ 角 制 御 部 と 、

　 前 記 横 力 を 前 記 横 変 形 量 で 除 算 し た 値 と し て 過 渡 的 な 横 剛 性 を 算 出 す る 横 剛 性 算 出 部 と

、

　 前 記 横 剛 性 と 前 記 ス リ ッ プ 角 と を 対 応 さ せ 、 所 定 範 囲 の 前 記 ス リ ッ プ 角 に 対 応 す る 前 記

横 剛 性 の 最 大 値 を 第 １ の 評 価 値 と し て 算 出 す る 第 １ の 評 価 値 算 出 部 と

　 を 有 す る 、 タ イ ヤ 評 価 装 置 を 提 供 す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 過 渡 的 な 横 剛 性 を 評 価 値 に 取 り 入 れ て い る た め 、 タ イ ヤ の 官 能 の 剛 性

感 を 評 価 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ １ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ 評 価 方 法 に 用 い る タ イ ヤ 評 価 装 置 の 側 面 図

【 図 ２ 】 タ イ ヤ 評 価 装 置 の 平 面 図

【 図 ３ 】 測 定 点 を 示 す タ イ ヤ の 側 面 図

【 図 ４ 】 制 御 装 置 の ブ ロ ッ ク 図

【 図 ５ 】 ス リ ッ プ 角 の 入 力 方 法 を 示 す グ ラ フ

【 図 ６ 】 タ イ ヤ の 旋 回 外 側 の 横 剛 性 と ス リ ッ プ 角 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ

【 図 ７ 】 タ イ ヤ の 旋 回 内 側 の 横 剛 性 と ス リ ッ プ 角 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ

【 図 ８ 】 測 定 点 の 他 の 例 を 示 す タ イ ヤ の 側 面 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 本 実 施 形 態 の タ イ ヤ 評 価 方 法 は 、 主 に タ イ ヤ の 官 能 の 剛 性 感 を 評 価 す る 方 法 で あ る 。 こ

こ で の 官 能 の 剛 性 感 と は 、 運 転 手 が 自 動 車 の 旋 回 運 転 を 行 う と き に 感 じ る タ イ ヤ の 剛 性 の

こ と を い う 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

（ タ イ ヤ 評 価 装 置 ）

　 図 １ お よ び 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 の タ イ ヤ 評 価 方 法 に 用 い る タ イ ヤ 評 価 装 置 １ の 側 面 図 お

よ び 平 面 図 で あ る 。 タ イ ヤ １ ０ ０ は 、 タ イ ヤ 本 体 １ １ ０ を ホ イ ー ル １ ２ ０ に 装 着 す る こ と

に よ り タ イ ヤ 本 体 １ １ ０ と ホ イ ー ル １ ２ ０ と の 間 に 空 気 層 を 形 成 し た 空 気 入 り タ イ ヤ で あ

る 。 本 実 施 形 態 で は 、 タ イ ヤ 本 体 １ １ ０ の 変 形 に 基 づ い て 、 官 能 の 剛 性 感 を 評 価 す る 。 以

下 で は 、 タ イ ヤ １ ０ ０ を 載 置 す る 路 面 部 １ ０ が 延 び る 方 向 （ 図 １ お よ び 図 ２ で は タ イ ヤ １

０ ０ の 転 動 方 向 ） を Ｘ 方 向 と し 、 路 面 部 １ ０ の 上 面 内 に て Ｘ 方 向 と 直 交 す る 方 向 を Ｙ 方 向

と し 、 路 面 部 １ ０ の 上 面 に 垂 直 な 方 向 を Ｚ 方 向 と す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 タ イ ヤ 評 価 装 置 １ は 、 タ イ ヤ １ ０ ０ を 載 置 す る 路 面 部 １ ０ と 、 タ イ ヤ １ ０ ０ を 支 持 す る
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支 持 部 ２ ０ と 、 タ イ ヤ １ ０ ０ を 撮 影 す る ２ 台 の カ メ ラ ３ ０ ， ３ １ と 、 制 御 装 置 ４ ０ と を 備

え る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 路 面 部 １ ０ は 、 ２ つ の ロ ー ラ １ １ ， １ ２ と 、 ベ ル ト １ ３ と を 備 え る 。 ２ つ の ロ ー ラ １ １

， １ ２ は 、 図 示 し な い モ ー タ に 機 械 的 に 接 続 さ れ て い る 。 ２ つ の ロ ー ラ １ １ ， １ ２ は 、 モ

ー タ に よ っ て 同 方 向 に 回 転 駆 動 さ れ る 。 ま た 、 ベ ル ト １ ３ は 、 ２ つ の ロ ー ラ １ １ ， １ ２ を

囲 む よ う に ２ つ の ロ ー ラ １ １ ， １ ２ に 跨 っ て 架 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 ２ つ の ロ ー ラ

１ １ ， １ ２ が 回 転 す る と 、 ベ ル ト １ ３ が 回 転 さ れ る よ う に な っ て い る 。 タ イ ヤ １ ０ ０ は 、

ベ ル ト １ ３ の 上 面 に 載 置 さ れ 、 ベ ル ト １ ３ の 回 転 に 伴 っ て ベ ル ト １ ３ の 上 を 転 動 す る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 支 持 部 ２ ０ は 、 軸 部 材 ２ １ と 、 ス リ ッ プ 角 調 整 機 構 ２ ２ と を 備 え る 。 軸 部 材 ２ １ は 、 タ

イ ヤ １ ０ ０ を タ イ ヤ 軸 （ 回 転 軸 ） Ｌ ま わ り に 回 転 可 能 に 支 持 す る 部 材 で あ る 。 軸 部 材 ２ １

は 回 転 軸 Ｌ 方 向 に 延 び 、 軸 部 材 ２ １ の 一 端 は タ イ ヤ １ ０ ０ の 中 心 に 接 続 さ れ 、 他 端 は ス リ

ッ プ 角 調 整 機 構 ２ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 軸 部 材 ２ １ に は 、 軸 力 セ ン サ ２ ３ が 取 り 付 け ら れ

て い る 。 軸 力 セ ン サ ２ ３ は 、 タ イ ヤ １ ０ ０ に 加 え ら れ る 縦 力 （ Ｘ 軸 方 向 の 力 ） と 、 横 力 （

Ｙ 軸 方 向 の 力 ） と 、 荷 重 （ Ｚ 軸 方 向 の 力 ） と を 検 出 で き る 。 ま た 、 ス リ ッ プ 角 調 整 機 構 ２

２ は 、 エ ン コ ー ダ 等 を 含 み 、 軸 部 材 ２ １ の 他 端 を 中 心 と し て Ｚ 軸 ま わ り に 軸 部 材 ２ １ を 回

転 さ せ 、 タ イ ヤ １ ０ ０ に 所 望 の ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ を 付 与 す る こ と が で き る 。 図 ２ で は 、 ス リ

ッ プ 角 Ｓ Ａ を 付 与 し た 状 態 （ 旋 回 状 態 ） の タ イ ヤ １ ０ ０ を 仮 想 的 に 破 線 で 示 し て い る 。 こ

の よ う に し て 、 旋 回 状 態 の タ イ ヤ １ ０ ０ を 再 現 で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ２ 台 の カ メ ラ ３ ０ ， ３ １ は 、 同 じ も の で あ り 、 と も に 高 速 度 カ メ ラ で あ り 、 高 速 で 回 転

す る タ イ ヤ １ ０ ０ の 変 形 を 鮮 明 に 撮 影 で き る 程 度 の フ レ ー ム レ ー ト を 有 し て い る 。 ２ 台 の

カ メ ラ ３ ０ ， ３ １ は 、 タ イ ヤ １ ０ ０ の 同 位 置 を 撮 影 す る よ う に 配 置 さ れ て お り 、 Ｙ 軸 方 向

に お い て タ イ ヤ １ ０ ０ に 対 し て 支 持 部 ２ ０ と 反 対 側 に 配 置 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、

２ 台 の カ メ ラ ３ ０ ， ３ １ に よ っ て 撮 影 し た 画 像 に デ ジ タ ル 画 像 相 関 （ Ｄ Ｉ Ｃ ： Digital Im

age Correlation） 法 を 適 用 す る こ と に よ っ て 、 タ イ ヤ 本 体 １ １ ０ の 横 変 形 量 を 測 定 す る

。 横 変 形 量 と は 、 Ｙ 軸 方 向 に お け る タ イ ヤ 本 体 １ １ ０ の 変 形 量 で あ る 。 横 変 形 量 の 測 定 点

は 、 単 点 で あ っ て も よ い し 、 複 数 点 で あ っ て も よ い 。 本 実 施 形 態 の 測 定 点 は 、 図 ３ に 示 す

よ う に 、 タ イ ヤ 軸 Ｌ の 下 方 の 扇 形 領 域 Ｓ 内 に 円 弧 状 に 等 間 隔 に 配 置 さ れ た ３ 点 で あ る 。 ３

点 に お け る 横 変 形 量 を 平 均 化 す る こ と で 、 扇 形 領 域 Ｓ に お け る 平 均 的 な 横 変 形 量 を 算 出 で

き 、 単 点 測 定 に 比 べ て 測 定 ば ら つ き を 低 減 で き る 。 な お 、 図 示 の 扇 形 領 域 Ｓ の 設 定 の 仕 方

や 測 定 点 の 配 置 お よ び 数 は 一 例 で あ り 、 こ れ ら は 任 意 に 変 更 し 得 る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 制 御 装 置 ４ ０ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ 、 メ モ リ 、 記 憶 装 置 、 お よ び 入 出 力 装 置 を 備 え た 周 知 の コ ン ピ

ュ ー タ と 、 コ ン ピ ュ ー タ に 実 装 さ れ た ソ フ ト ウ エ ア と に よ り 構 成 さ れ て い る 。 制 御 装 置 ４

０ は 、 タ イ ヤ 評 価 装 置 １ の 動 作 を 統 括 的 に 制 御 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 制 御 装 置 ４ ０ は 、 デ ー タ 受 信 部 ４ １ と 、 ス リ ッ プ 角 制 御 部 ４ ２ と 、

Ｄ Ｉ Ｃ 演 算 部 ４ ３ と 、 横 剛 性 算 出 部 ４ ４ と 、 第 １ の 評 価 値 算 出 部 ４ ５ と 、 第 ２ の 評 価 値 算

出 部 ４ ６ と を 備 え る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 デ ー タ 受 信 部 ４ １ は 、 ２ 台 の カ メ ラ ３ ０ ， ３ １ か ら の デ ジ タ ル 画 像 と 、 軸 力 セ ン サ ２ ３

か ら の 横 力 と 、 ス リ ッ プ 角 調 整 機 構 ２ ２ か ら の ス リ ッ プ 角 と を 受 信 す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ス リ ッ プ 角 制 御 部 ４ ２ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ の 入 力 制 御 と し て 、 例 え

ば ０ ． ２ ５ 秒 間 で ０ 度 か ら １ ． ０ 度 （ 目 標 角 度 ） の ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ を 線 形 的 に 付 与 す る 。

そ の 後 、 少 な く と も １ ． ０ 秒 間 は １ ． ０ 度 の ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ を 維 持 す る 。 た だ し 、 こ れ は

、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ の 入 力 制 御 の 一 例 で あ り 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ の 入 力 は 図 ５ に 示 す も の に 限

定 さ れ な い 。 例 え ば 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ を １ ． ０ 度 （ 目 標 角 度 ） に て 維 持 す る 時 間 を 増 や し
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て も よ い 。 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ を １ ． ０ 度 （ 目 標 角 度 ） に て 維 持 す る 時 間 は 、 試 験 条 件 に 応 じ

て 、 特 に 走 行 速 度 に 応 じ て 変 更 す る こ と が 好 ま し く 、 最 大 で ５ 秒 間 程 度 で あ っ て も よ い 。

ま た 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ の 目 標 角 度 も １ ． ０ 度 に 限 定 さ れ ず 、 任 意 の 角 度 を 設 定 し て も よ い

。 例 え ば 、 車 両 の レ ー ン チ ェ ン ジ の 走 行 条 件 を 模 擬 す る 際 に は 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ の 目 標 角

度 を ３ ． ０ 度 に 設 定 し 得 る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 Ｄ Ｉ Ｃ 演 算 部 ４ ３ は 、 デ ー タ 受 信 部 ４ １ に て 受 信 し た デ ジ タ ル 画 像 に Ｄ Ｉ Ｃ 法 を 適 用 し

、 横 変 形 量 ｙ を 算 出 す る 。 Ｄ Ｉ Ｃ 法 自 体 は 公 知 の 手 法 で あ り 、 こ こ で の 詳 細 な 説 明 は 省 略

す る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 横 剛 性 算 出 部 ４ ４ は 、 Ｄ Ｉ Ｃ 演 算 部 ４ ３ に て 算 出 さ れ た 横 変 形 量 ｙ と 、 デ ー タ 受 信 部 ４

１ に て 受 信 し た 横 力 Ｆ ｙ と に 基 づ い て 、 横 剛 性 Ｋ ｙ を 算 出 す る 。 具 体 的 に は 、 横 剛 性 算 出

部 ４ ４ は 、 時 系 列 デ ー タ で あ る 横 力 Ｆ ｙ を 対 応 す る 時 系 列 の 横 変 形 量 ｙ で 除 算 し た 値 と し

て 横 剛 性 Ｋ ｙ を 算 出 す る （ Ｋ ｙ ＝ Ｆ ｙ ／ ｙ ） 。 即 ち 、 得 ら れ る 横 剛 性 Ｋ ｙ も 時 系 列 デ ー タ

で あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 第 １ の 評 価 値 算 出 部 ４ ５ は 、 所 定 範 囲 に お け る 横 剛 性 Ｋ ｙ の 最 大 値 （ ピ ー ク 値 ） を 第 １

の 評 価 値 と し て 算 出 す る 。 第 １ の 評 価 値 が 大 き い ほ ど 、 官 能 の 剛 性 感 が 高 く 、 良 好 な タ イ

ヤ で あ る と 判 断 で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 図 ６ は 、 タ イ ヤ １ ０ ０ の 旋 回 外 側 の 横 剛 性 Ｋ ｙ と ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ と の 関 係 を 示 す グ ラ フ

で あ る 。 図 ７ は 、 タ イ ヤ の 旋 回 内 側 の 横 剛 性 Ｋ ｙ と ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ と の 関 係 を 示 す グ ラ フ

で あ る 。 両 グ ラ フ と も に 、 横 軸 が ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ を 表 し 、 縦 軸 が 横 剛 性 Ｋ ｙ を 表 し て い る

。 図 ６ お よ び 図 ７ で は 、 ２ 種 類 の タ イ ヤ Ａ お よ び タ イ ヤ Ｂ に つ い て 、 横 剛 性 Ｋ ｙ と ス リ ッ

プ 角 Ｓ Ａ と の 関 係 が 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 横 剛 性 Ｋ ｙ は ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ の 入 力 直 後 に ピ ー ク 値 を と

る 傾 向 に あ る 。 通 常 、 こ の 傾 向 は 、 タ イ ヤ １ ０ ０ の 種 類 や ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ の 入 力 の 仕 方 に

よ っ て も 概 ね 変 わ ら な い も の で あ る 。 即 ち 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ の 目 標 角 度 を １ ． ０ 度 か ら ３

． ０ 度 に 変 更 し た 場 合 で あ っ て も 、 横 剛 性 Ｋ ｙ の 最 大 値 （ ピ ー ク 値 ） を と る ス リ ッ プ 角 Ｓ

Ａ の 範 囲 は 実 質 的 に 変 わ ら な い 。 従 っ て 、 本 実 施 形 態 で は 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ の 入 力 直 後 の

範 囲 、 即 ち ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ が ０ 度 以 上 か つ ０ ． ５ 度 以 下 の 範 囲 を 上 記 所 定 範 囲 と し 、 こ の

範 囲 に お け る 横 剛 性 Ｋ ｙ の 最 大 値 を 算 出 す る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 時 間 の 観 点 で は 、 こ の

最 大 値 は 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ の 入 力 開 始 か ら ０ ． １ ２ ５ 秒 間 の 横 剛 性 Ｋ ｙ の 最 大 値 に 対 応 す

る 。 な お 、 横 剛 性 Ｋ ｙ の 最 大 値 を 検 出 す る 所 定 範 囲 は 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ の ０ 度 以 上 か つ ０

． ５ 度 以 下 の 範 囲 に 限 ら ず 、 他 の 範 囲 を 設 定 し て も よ い 。 好 ま し く は 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ が

０ ． １ 度 未 満 で は 、 測 定 値 が 安 定 し な い た め 、 ０ ． １ 度 以 上 か つ ０ ． ５ 度 以 下 の 範 囲 で 最

大 値 を 検 出 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 図 ６ に 示 す よ う に 、 タ イ ヤ １ ０ ０ の 旋 回 外 側 で は 、 タ イ ヤ Ａ の ピ ー ク 値 Ｋ ｙ １ と 、 タ イ

ヤ Ｂ の ピ ー ク 値 Ｋ ｙ ２ と を 比 較 す る と 、 ピ ー ク 値 Ｋ ｙ １ の 方 が ピ ー ク 値 Ｋ ｙ ２ よ り も 大 き

い 。 従 っ て 、 タ イ ヤ １ ０ ０ の 旋 回 外 側 で は 、 タ イ ヤ Ａ の 方 が 官 能 の 剛 性 感 が 高 く 、 良 好 な

タ イ ヤ で あ る と 判 断 で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 図 ７ に 示 す よ う に 、 タ イ ヤ １ ０ ０ の 旋 回 内 側 で は 、 タ イ ヤ Ａ の ピ ー ク 値 Ｋ ｙ ３ と 、 タ イ

ヤ Ｂ の ピ ー ク 値 Ｋ ｙ ４ と を 比 較 す る と 、 ピ ー ク 値 Ｋ ｙ ３ の 方 が ピ ー ク 値 Ｋ ｙ ４ よ り も 大 き

い 。 従 っ て 、 タ イ ヤ １ ０ ０ の 旋 回 内 側 で も 、 タ イ ヤ Ａ の 方 が 官 能 の 剛 性 感 が 高 く 、 良 好 な

タ イ ヤ で あ る と 判 断 で き る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 第 ２ の 評 価 値 算 出 部 ４ ６ は 、 上 記 の 横 剛 性 Ｋ ｙ の ピ ー ク 値 と 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ の 目 標 角
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度 で の 定 常 状 態 の 横 剛 性 Ｋ ｙ と の 差 分 を 第 ２ の 評 価 値 と し て 算 出 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、

ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ が ０ ～ ０ ． ５ 度 の 範 囲 に お け る 横 剛 性 Ｋ ｙ の 最 大 値 Ｋ ｙ １ ， Ｋ ｙ ２ ， Ｋ ｙ

３ ， Ｋ ｙ ４ と 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ が １ ． ０ 度 で の 定 常 状 態 に お け る 横 剛 性 Ｋ ｙ ５ ， Ｋ ｙ ６ ，

Ｋ ｙ ７ ， Ｋ ｙ ８ と の そ れ ぞ れ の 差 分 Δ Ｋ ｙ １ ， Δ Ｋ ｙ ２ ， Δ Ｋ ｙ ３ ， Δ Ｋ ｙ ４ を 第 ２ の 評

価 値 と し て 算 出 す る 。 第 ２ の 評 価 値 が 大 き い ほ ど 、 官 能 の 剛 性 感 と 定 常 状 態 の 横 剛 性 と の

間 に ず れ が 生 じ る と 判 断 で き る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 横 剛 性 Ｋ ｙ ５ ， Ｋ ｙ ６ は 一 致 し

、 横 剛 性 Ｋ ｙ ７ ， Ｋ ｙ ８ も 一 致 し て い る 。 た だ し 、 横 剛 性 Ｋ ｙ ５ ， Ｋ ｙ ６ は 必 ず し も 一 致

す る も の で は な く 、 同 様 に 横 剛 性 Ｋ ｙ ７ ， Ｋ ｙ ８ も 必 ず し も 一 致 す る も の で は な い 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 図 ６ に 示 す よ う に 、 タ イ ヤ １ ０ ０ の 外 側 で は 、 タ イ ヤ Ａ の 横 剛 性 Ｋ ｙ の ピ ー ク 値 Ｋ ｙ １

と 、 １ ． ０ 度 の ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ で の 横 剛 性 （ 定 常 状 態 で の 横 剛 性 ） Ｋ ｙ ５ と の 差 分 が Δ Ｋ

ｙ １ で あ る 。 ま た 、 タ イ ヤ Ｂ の 横 剛 性 Ｋ ｙ の ピ ー ク 値 Ｋ ｙ ２ と 、 １ ． ０ 度 の ス リ ッ プ 角 Ｓ

Ａ で の 横 剛 性 （ 定 常 状 態 で の 横 剛 性 ） Ｋ ｙ ６ と の 差 分 が Δ Ｋ ｙ ２ で あ る 。 差 分 Δ Ｋ ｙ １ と

Δ Ｋ ｙ ２ と を 比 較 す る と 、 差 分 Δ Ｋ ｙ １ の 方 が 大 き い た め 、 タ イ ヤ Ａ の 方 が 官 能 の 剛 性 感

と 定 常 状 態 の 横 剛 性 と の 間 に お け る ず れ が 大 き い と 判 断 で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 図 ７ に 示 す よ う に 、 タ イ ヤ １ ０ ０ の 内 側 で は 、 タ イ ヤ Ａ の 横 剛 性 Ｋ ｙ の ピ ー ク 値 Ｋ ｙ ３

と 、 １ ． ０ 度 の ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ で の 横 剛 性 （ 定 常 状 態 で の 横 剛 性 ） Ｋ ｙ ７ と の 差 分 が Δ Ｋ

ｙ ４ で あ る 。 ま た 、 タ イ ヤ Ｂ の 横 剛 性 Ｋ ｙ の ピ ー ク 値 Ｋ ｙ ４ と 、 １ ． ０ 度 の ス リ ッ プ 角 Ｓ

Ａ で の 横 剛 性 （ 定 常 状 態 で の 横 剛 性 ） Ｋ ｙ ８ と の 差 分 が Δ Ｋ ｙ ３ で あ る 。 差 分 Δ Ｋ ｙ ３ と

Δ Ｋ ｙ ４ と を 比 較 す る と 、 差 分 Δ Ｋ ｙ ３ の 方 が 大 き い た め 、 タ イ ヤ Ａ の 方 が 官 能 の 剛 性 感

と 定 常 状 態 の 横 剛 性 と の 間 に お け る ず れ が 大 き い と 判 断 で き る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

（ タ イ ヤ 評 価 方 法 ）

　 以 下 、 タ イ ヤ 評 価 装 置 １ を 使 用 し た タ イ ヤ 評 価 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の タ

イ ヤ 評 価 方 法 は 、 準 備 工 程 と 、 横 変 形 量 測 定 工 程 と 、 横 力 測 定 工 程 と 、 横 剛 性 算 出 工 程 と

、 第 １ の 評 価 値 算 出 工 程 と 、 第 ２ の 評 価 値 算 出 工 程 と 、 比 較 工 程 と を 含 ん で い る 。 以 下 、

各 工 程 を 順 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 準 備 工 程 で は 、 タ イ ヤ １ ０ ０ を 、 タ イ ヤ 評 価 装 置 １ の 支 持 部 ２ ０ に 取 り 付 け 、 路 面 部 １

０ の ベ ル ト １ ３ 上 に 載 置 す る 。 タ イ ヤ １ ０ ０ を ベ ル ト １ ３ 上 に 載 置 し た 状 態 で 路 面 部 １ ０

の ベ ル ト １ ３ を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 タ イ ヤ １ ０ ０ を ベ ル ト 上 で 転 動 さ せ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 横 変 形 量 測 定 工 程 で は 、 タ イ ヤ １ ０ ０ を 転 動 さ せ て い る 状 態 で 、 ス リ ッ プ 角 調 整 機 構 ２

２ に よ っ て 図 ５ に 示 す よ う に ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ を タ イ ヤ １ ０ ０ に 付 与 す る と と も に 、 ２ 台 の

カ メ ラ ３ ０ ， ３ １ に よ っ て 図 ３ に 示 す 測 定 箇 所 を 含 む 範 囲 を 撮 影 す る 。 こ の と き 、 ２ 台 の

カ メ ラ ３ ０ ， ３ １ に よ る 撮 影 タ イ ミ ン グ は 同 時 で あ る 。 ま た 、 こ の 撮 影 タ イ ミ ン グ を タ イ

ヤ １ ０ ０ の 回 転 周 期 と 同 期 さ せ て い る 。 こ れ に よ り 、 タ イ ヤ １ ０ ０ の 同 位 置 を 撮 影 で き る

。 本 実 施 形 態 で は 、 こ の よ う な 測 定 を タ イ ヤ １ ０ ０ の ２ 箇 所 以 上 に て 行 う 。 そ し て 、 こ の

よ う に し て 得 ら れ た デ ジ タ ル 画 像 デ ー タ に 対 し 、 Ｄ Ｉ Ｃ 演 算 部 ４ ３ で Ｄ Ｉ Ｃ 法 を 適 用 す る

こ と に よ っ て 横 変 形 量 ｙ を 算 出 す る 。 特 に 、 本 実 施 形 態 で は 、 図 ３ に 示 す 3点 に お け る 横

変 形 量 ｙ を 測 定 し 、 こ れ ら を 平 均 化 す る こ と で 、 扇 形 領 域 Ｓ に お け る 平 均 的 な 横 変 形 量 ｙ

を 算 出 す る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 横 力 測 定 工 程 で は 、 ２ 台 の カ メ ラ ３ ０ ， ３ １ に よ る 撮 影 と と も に 、 軸 力 セ ン サ ２ ３ に よ

っ て 横 力 Ｆ ｙ を 測 定 す る 。 軸 力 セ ン サ ２ ３ は 軸 部 材 ２ １ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 軸 部 材 ２

１ に か か る 軸 力 を 各 軸 方 向 （ Ｙ ， Ｙ ， Ｚ 軸 方 向 ） に 分 解 し て 出 力 す る 。 従 っ て 、 任 意 の ス

リ ッ プ 角 Ｓ Ａ が 付 与 さ れ た 場 合 で も 、 常 に 横 力 Ｆ ｙ を 出 力 す る た め 、 正 確 な 横 力 Ｆ ｙ を 測

定 で き る 。 な お 、 横 変 形 量 測 定 工 程 と 横 力 測 定 工 程 は 、 説 明 上 ２ つ の 工 程 と し て 分 け て 記

載 し て い る が 、 こ れ ら は 同 時 に 行 わ れ る も の で あ る 。
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【 ０ ０ ５ ７ 】

　 横 剛 性 算 出 工 程 で は 、 横 剛 性 算 出 部 ４ ４ に よ っ て 、 上 記 工 程 で 得 ら れ た 横 変 形 量 ｙ と 横

力 Ｆ ｙ に 基 づ い て 、 横 剛 性 Ｋ ｙ を 算 出 す る 。 具 体 的 に は 、 横 力 Ｆ ｙ を 横 変 形 量 ｙ で 除 算 し

た 値 と し て 横 剛 性 Ｋ ｙ を 算 出 す る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 第 １ の 評 価 値 算 出 工 程 で は 、 第 １ の 評 価 値 算 出 部 ４ ５ に よ っ て 、 上 記 工 程 で 得 ら れ た 横

剛 性 Ｋ ｙ を ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ に 対 応 さ せ る 。 即 ち 、 横 剛 性 Ｋ ｙ の 時 系 列 デ ー タ を 、 ス リ ッ プ

角 Ｓ Ａ を 基 準 と し た も の に 変 換 す る 。 こ の 変 換 は 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ と 時 間 と の 対 応 グ ラ フ

（ 図 ５ 参 照 ） か ら 容 易 に 行 わ れ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 図 ６ お よ び 図 ７ の よ う な ス

リ ッ プ 角 Ｓ Ａ に 対 応 し た 横 剛 性 Ｋ ｙ の グ ラ フ を 得 る こ と が で き る 。 そ し て 、 第 １ の 評 価 値

算 出 部 ４ ５ に よ っ て 、 当 該 グ ラ フ か ら ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ が ０ ～ ０ ． ５ 度 で の 横 剛 性 Ｋ ｙ の 最

大 値 を 第 １ の 評 価 値 と し て 算 出 す る 。 第 １ の 評 価 値 が 大 き い ほ ど 、 官 能 の 剛 性 感 が 高 く 、

良 好 な タ イ ヤ で あ る と 判 断 で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 第 ２ の 評 価 値 算 出 工 程 で は 、 第 ２ の 評 価 値 算 出 部 ４ ６ に よ っ て 、 ０ ～ ０ ． ５ 度 の ス リ ッ

プ 角 Ｓ Ａ で の 横 剛 性 Ｋ ｙ の 最 大 値 Ｋ ｙ １ ， Ｋ ｙ ２ ， Ｋ ｙ ３ ， Ｋ ｙ ４ と 、 １ ． ０ 度 （ 目 標 角

度 ） の ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ で の 横 剛 性 Ｋ ｙ ５ ， Ｋ ｙ ６ ， Ｋ ｙ ７ ， Ｋ ｙ ８ と の 差 分 Δ Ｋ ｙ １ ， Δ

Ｋ ｙ ２ ， Δ Ｋ ｙ ３ ， Δ Ｋ ｙ ４ を 第 ２ の 評 価 値 と し て 算 出 す る 。 第 ２ の 評 価 値 が 大 き い ほ ど

、 官 能 の 剛 性 感 と 定 常 状 態 の 横 剛 性 と の 間 に ず れ が 生 じ る と 判 断 で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 比 較 工 程 で は 、 タ イ ヤ １ ０ ０ の 旋 回 内 側 と 外 側 に お い て 、 第 １ の 評 価 値 と 、 第 ２ の 評 価

値 と を 算 出 し 、 タ イ ヤ １ ０ ０ を 評 価 す る 。 こ れ に よ り 、 第 １ の 評 価 値 と 第 ２ の 評 価 値 を 指

標 と し て 官 能 の 剛 性 感 を 向 上 さ せ る た め に は タ イ ヤ １ ０ ０ の 内 側 と 外 側 の い ず れ の 変 形 を

改 善 す る こ と が 好 ま し い か を 判 断 で き る 。 ま た 、 第 １ の 評 価 値 と 第 ２ の 評 価 値 を 指 標 と し

て タ イ ヤ １ ０ ０ の 全 体 の 官 能 の 剛 性 感 を 評 価 す る 際 に も タ イ ヤ １ ０ ０ の 内 側 と 外 側 と の 測

定 結 果 を 平 均 化 す る こ と に よ っ て 、 特 定 位 置 で は な く 平 均 化 さ れ た タ イ ヤ １ ０ ０ の 全 体 の

官 能 の 剛 性 感 を 評 価 で き る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 本 実 施 形 態 の タ イ ヤ 評 価 方 法 に よ れ ば 次 の よ う な 利 点 が あ る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

（ １ ） 過 渡 的 な 横 剛 性 Ｋ ｙ を 測 定 し て ピ ー ク 値 を 算 出 し て い る た め 、 動 的 に 変 化 す る 横 剛

性 Ｋ ｙ に 基 づ い て 官 能 の 剛 性 感 を 評 価 し て い る 。 通 常 、 横 剛 性 Ｋ ｙ は 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ の

入 力 直 後 に ピ ー ク 値 を と り 、 そ の 後 徐 々 に 一 定 値 に 収 束 す る 。 そ の た め 、 静 的 な 評 価 で は

非 転 動 状 態 に お い て 一 定 値 の 横 剛 性 Ｋ ｙ に よ る 評 価 を 行 う の に 対 し 、 上 記 方 法 で は 、 静 的

な 評 価 で は 考 慮 さ れ な い 横 剛 性 Ｋ ｙ の ピ ー ク 値 を 考 慮 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 旋 回 運

転 時 の 動 的 な 横 剛 性 Ｋ ｙ の 変 化 を 捉 え 、 特 に 運 転 手 に と っ て 認 識 さ れ 易 い ピ ー ク 値 を 評 価

指 標 （ 第 １ の 評 価 値 ） と す る こ と に よ っ て 、 官 能 の 剛 性 感 を 評 価 で き る 。 ま た 、 本 実 施 形

態 で 使 用 す る タ イ ヤ 評 価 装 置 に よ っ て 、 タ イ ヤ １ ０ ０ を 転 動 さ せ る と と も に ス リ ッ プ 角 Ｓ

Ａ を 付 与 し た 状 態 で 横 変 形 量 ｙ と 横 力 Ｆ ｙ を 測 定 す る た め 、 実 車 条 件 に 近 い 条 件 で 横 剛 性

を 算 出 で き る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

（ ２ ） ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ の 入 力 直 後 の 横 剛 性 Ｋ ｙ の 最 大 値 （ ピ ー ク 値 ） を 検 出 し 、 第 １ の 評

価 値 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 多 く の タ イ ヤ で は 、 ス リ ッ プ 角 が ０ ～ ０ ． ５ 度 の 範 囲 で

横 剛 性 Ｋ ｙ が ピ ー ク 値 を と る 。 そ の た め 、 上 記 範 囲 で 横 剛 性 Ｋ ｙ の 最 大 値 を 検 出 す る こ と

で 、 ピ ー ク 値 を 検 出 で き る 。 た だ し 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ が ０ ． １ 度 未 満 で は 、 測 定 値 が 安 定

し な い こ と が あ る た め 、 ０ ． １ ～ ０ ． ５ 度 の 範 囲 で 最 大 値 を 検 出 す る こ と が 好 ま し い 。 特

に 、 官 能 の 剛 性 感 は 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ の 入 力 直 後 の 横 剛 性 Ｋ ｙ か ら 大 き く 影 響 を 受 け る 傾

向 に あ る こ と を 本 願 発 明 者 ら は 見 出 し た 。 従 っ て 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ の 変 化 に よ っ て 動 的 に

変 化 す る 横 剛 性 Ｋ ｙ の 全 範 囲 で の 最 大 値 で は な く 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ の 入 力 直 後 の 横 剛 性 の

ピ ー ク 値 で 評 価 す る こ と に よ っ て 、 官 能 の 剛 性 感 を 一 層 確 実 に 評 価 で き る 。
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【 ０ ０ ６ ４ 】

（ ３ ） 静 的 な 非 転 動 状 態 に お け る 横 剛 性 で は も と よ り 、 転 動 状 態 に お け る ス リ ッ プ 角 が 一

定 値 の 定 常 状 態 で の 横 剛 性 で は 評 価 し き れ な い 官 能 の 剛 性 感 を 評 価 で き る 。 第 ２ の 評 価 値

が 大 き い こ と は 、 過 渡 的 な 横 剛 性 Ｋ ｙ の 変 化 が 大 き い こ と を 示 す 。 即 ち 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ

が 目 標 角 度 と な り 定 常 状 態 と な っ た と き の 横 剛 性 に 比 べ 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ が 動 的 に 変 化 し

て い る と き の 横 剛 性 Ｋ ｙ の ピ ー ク 値 が 大 き い こ と を 示 し て い る 。 従 っ て 、 第 ２ の 評 価 値 が

大 き な タ イ ヤ １ ０ ０ に は 、 第 １ の 評 価 値 を 指 標 と し た 評 価 が 必 要 で あ る こ と が わ か る 。 換

言 す れ ば 、 第 ２ の 評 価 値 が 小 さ な タ イ ヤ で は 、 定 常 状 態 の 横 剛 性 に よ っ て 官 能 の 剛 性 感 を

一 定 程 度 評 価 で き る こ と が わ か る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

（ ４ ） Ｄ Ｉ Ｃ 法 に よ っ て 横 変 形 量 ｙ を 確 実 に 測 定 で き る 。 特 に 、 １ 台 の カ メ ラ で は な く ２

台 の カ メ ラ ３ ０ ， ３ １ で 測 定 す る こ と に よ っ て 横 変 形 量 ｙ を 確 実 に 測 定 で き る 。 ま た 、 撮

影 タ イ ミ ン グ を タ イ ヤ １ ０ ０ の 回 転 周 期 と 同 期 さ せ る こ と で タ イ ヤ １ ０ ０ の 同 位 置 に お け

る 横 変 形 量 ｙ を 精 度 よ く 測 定 で き る 。 本 実 施 形 態 で は 、 こ の 測 定 を ２ 箇 所 以 上 で 行 っ て い

る た め 、 タ イ ヤ １ ０ ０ の 複 数 個 所 に お け る 変 形 を 同 時 に 評 価 で き る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 以 上 よ り 、 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 形 態 に 限 定 さ

れ る も の で は な く 、 こ の 発 明 の 範 囲 内 で 種 々 変 更 し て 実 施 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 例 え ば 、 第 １ の 評 価 値 算 出 部 ４ ５ は 、 所 定 範 囲 の ス リ ッ プ 角 に お け る 横 剛 性 Ｋ ｙ の 平 均

値 を 第 １ の 評 価 値 と し て 算 出 し て も よ い 。 こ の と き 、 上 記 所 定 範 囲 の ス リ ッ プ 角 は 、 ０ ．

１ 度 以 上 で あ り 、 か つ 、 横 剛 性 が 目 標 角 度 で の 定 常 状 態 値 の ± ５ ％ 内 に 収 束 し た と き の 角

度 以 下 で あ る 範 囲 の 角 度 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 、 過 渡 的 な 横 剛 性 を 測 定 し て

所 定 範 囲 で の 平 均 値 を 第 １ の 評 価 値 と し て 算 出 し て も 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 に 動 的 に 変 化

す る 横 剛 性 に 基 づ い て 官 能 の 剛 性 感 を 評 価 で き る 。 特 に 、 旋 回 運 転 時 の 動 的 な 横 剛 性 の 一

点 で は な く 変 化 全 体 を 評 価 で き 、 特 異 な ピ ー ク 値 な ど に よ る 影 響 を 緩 和 し て 官 能 の 剛 性 感

を 評 価 で き る 。 ま た 、 ス リ ッ プ 角 が ０ 度 付 近 の 範 囲 は 、 横 剛 性 の 値 が ピ ー ク に 向 か っ て 立

ち 上 が る 範 囲 で あ る 。 そ の た め 、 当 該 範 囲 を 除 い て （ 即 ち 、 上 記 所 定 範 囲 の 下 限 を ０ ． １

度 に 規 定 し て ） 平 均 値 を 算 出 す る こ と が 好 ま し く 、 こ れ に よ り 安 定 し て 平 均 値 を 算 出 で き

る 。 さ ら に 好 ま し く は 、 一 層 安 定 し て 平 均 値 を 算 出 す る た め に 、 上 記 所 定 範 囲 の ス リ ッ プ

角 の 下 限 は 、 ０ ． ２ 度 と す る 。 ま た 、 横 剛 性 の 変 動 が 収 束 し て 定 常 状 態 と な る ま で の 横 剛

性 の 平 均 値 を 第 １ の 評 価 値 と し て 算 出 す る こ と で 、 安 定 し て 平 均 値 を 算 出 で き る 。 特 に 、

ス リ ッ プ 角 が ０ ． ９ 度 で は 概 ね 横 剛 性 の 変 動 が 落 ち 着 く こ と か ら 、 上 記 所 定 範 囲 の 上 限 を

０ ． ９ 度 に し て も よ い 。 さ ら に 言 え ば 、 変 動 が 落 ち 着 く ス リ ッ プ 角 が 実 験 的 に 予 め 判 明 し

て い れ ば 、 判 明 し た ス リ ッ プ 角 を 上 記 所 定 範 囲 の 上 限 に 設 定 し て も よ い 。 例 え ば 、 変 動 が

落 ち 着 く ス リ ッ プ 角 が ０ ． ５ 度 と 判 明 し て い れ ば 、 上 記 所 定 範 囲 の 上 限 を ０ ． ５ 度 に し て

も よ い 。 こ の よ う に し て 、 官 能 の 剛 性 感 を 一 層 確 実 に 安 定 し て 評 価 で き る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 差 分 Δ Ｋ ｙ １ ， Δ Ｋ ｙ ２ ， Δ Ｋ ｙ ３ ， Δ Ｋ ｙ ４ を 第 ２ の 評 価

値 と し て 算 出 し て い る が 、 第 ２ の 評 価 値 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 横 剛 性 Ｋ ｙ の 最

大 値 Ｋ ｙ １ ， Ｋ ｙ ２ ， Ｋ ｙ ３ ， Ｋ ｙ ４ と 、 ス リ ッ プ 角 Ｓ Ａ が １ ． ０ 度 で の 定 常 状 態 に お け

る 横 剛 性 Ｋ ｙ ５ ， Ｋ ｙ ６ ， Ｋ ｙ ７ ， Ｋ ｙ ８ と の そ れ ぞ れ の 比 率 Ｋ ｙ １ ／ Ｋ ｙ ５ ， Ｋ ｙ ２ ／

Ｋ ｙ ６ ， Ｋ ｙ ３ ／ Ｋ ｙ ７ ， Ｋ ｙ ４ ／ Ｋ ｙ ８ を 第 ２ の 評 価 値 と し て 算 出 し て も よ い 。 こ の よ

う に し て も 上 記 実 施 形 態 と 実 質 的 に 同 じ 評 価 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 ま た 、 タ イ ヤ 本 体 １ １ ０ の 横 変 形 量 の 測 定 点 は 、 図 ３ に 示 す も の に 限 ら ず 、 図 ８ に 示 す

よ う に 、 タ イ ヤ １ ０ ０ の 回 転 軸 Ｌ の 直 下 に お け る 複 数 点 （ 図 示 の 例 で は ３ 点 ） で あ っ て も

よ い 。 本 変 形 例 に よ れ ば 、 タ イ ヤ １ ０ ０ の 側 面 に お け る ビ ー ド 部 か ら ト レ ッ ド 部 ま で の 各

高 さ に お け る 横 剛 性 を そ れ ぞ れ 算 出 で き る た め 、 こ れ ら の 部 分 が 官 能 の 剛 性 感 に 与 え る 影

響 を そ れ ぞ れ 評 価 で き る 。
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【 ０ ０ ７ ０ 】

　 ま た 、 タ イ ヤ 本 体 １ １ ０ の 横 変 形 量 の 測 定 は 、 カ メ ラ ３ ０ ， ３ １ を 使 用 し た も の に 限 定

さ れ ず 、 レ ー ザ 変 位 計 を 使 用 し て も よ い 。 レ ー ザ 変 位 計 を 使 用 す る と 、 Ｄ Ｉ Ｃ 法 を 使 用 す

る こ と な く 、 カ メ ラ を 使 用 す る 場 合 に 比 べ て 簡 易 的 に 横 変 形 量 を 測 定 で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ７ １ 】

　 　 １ 　 タ イ ヤ 評 価 装 置

　 　 １ ０ 　 路 面 部

　 　 １ １ ， １ ２ 　 ロ ー ラ

　 　 １ ３ 　 ベ ル ト

　 　 ２ ０ 　 支 持 部

　 　 ２ １ 　 軸 部 材

　 　 ２ ２ 　 ス リ ッ プ 角 調 整 機 構

　 　 ２ ３ 　 軸 力 セ ン サ

　 　 ３ ０ ， ３ １ 　 カ メ ラ

　 　 ４ ０ 　 制 御 装 置

　 　 ４ １ 　 デ ー タ 受 信 部

　 　 ４ ２ 　 ス リ ッ プ 角 制 御 部

　 　 ４ ３ 　 Ｄ Ｉ Ｃ 演 算 部

　 　 ４ ４ 　 横 剛 性 算 出 部

　 　 ４ ５ 　 第 １ の 評 価 値 算 出 部

　 　 ４ ６ 　 第 ２ の 評 価 値 算 出 部

　 　 １ ０ ０ 　 タ イ ヤ

　 　 １ １ ０ 　 タ イ ヤ 本 体

　 　 １ ２ ０ 　 ホ イ ー ル

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

